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労
働
力
不
足
の
対
策

　

人
口
の
減
少
と
と
も
に
、農
業
者
の
減

少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。わ
が
国

の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
二
〇
一
七
年

二
月
時
点
で
一
五
一
万
人（
概
数
値
、農

林
水
産
省「
農
業
構
造
動
態
調
査
」）と

な
り
、一
九
六
〇
年
の
ピ
ー
ク（
一
一
七
五

万
人
）か
ら
右
肩
下
が
り
に
減
少
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均

年
齢
は
六
六
・
八
歳（
二
〇
一
六
年
二
月

時
点
）で
、六
五
歳
以
上
の
割
合
が
六

五
％
と
高
齢
者
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。近
年
は
労
働
人
口
全
体
の
減
少
に
よ

り
、他
産
業
と
労
働
力
確
保
の
競
合
が

起
き
て
い
る
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

担
い
手
農
業
者
の
皆
さ
ま
は
、労
働

力
不
足
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
点
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
施
設・

設
備
・
機
械
の
増
強
」（
五
四
・
九
％
）の

回
答
が
最
も
多
く
、お
よ
そ
半
数
の
経

営
体
が
設
備
投
資
に
よ
り
労
働
力
不
足

を
補
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た（
表
１
）。

　
「
施
設
・
設
備
・
機
械
の
増
強
」と
回
答

し
た
割
合
を
業
種
別
に
見
る
と
、ブ
ロ
イ

ラ
ー
（
七
一・四
％
）が
最
も
多
く
、次
い

で
畑
作（
六
六
・
二
％
）、養
豚（
六
二
・

九
％
）の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、給
与
な
ど
受
入
体
制
の
見
直

し
に
よ
る「
労
働
条
件
の
改
善
」（
四
三
・

七
％
）に
回
答
が
多
く
集
ま
り
、業
種
別

で
は
特
に
採
卵
鶏（
七
八・四
％
）や
キ
ノ

コ（
六
三
・
〇
％
）、施
設
花
き（
五
五
・

四
％
）で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、「
人
材
の
高
度
化
」は
果
樹

（
三
〇
・
七
％
）や
施
設
野
菜（
二
九
・

六
％
）で
回
答
割
合
が
高
く
な
り
、労
働

集
約
的
な
業
態
の
特
徴
が
表
れ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
」に
つ

い
て
は
耕
種
で
は
キ
ノ
コ（
四
四
・
四
％
）

や
施
設
野
菜（
三
四
・
九
％
）、畜
産
で
は

採
卵
鶏（
四
三
・
一
％
）や
ブ
ロ
イ
ラ
ー

（
四
二
・
九
％
）な
ど
で
高
く
、そ
の
活
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」に
つ
い
て

は
採
卵
鶏（
二
七・五
％
）と
畑
作（
二
六・

一
％
）で
高
い
数
字
と
な
り
、大
規
模
営

農
に
お
け
る
労
働
力
不
足
解
決
の
手
段

と
し
て
Ｉ
Ｔ
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
・
法
人
と
も
に
売
り
上
げ

規
模
三
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
層
で「
経
営

の
縮
小
」を
回
答
す
る
割
合
が
高
く
な
っ

て
お
り（
デ
ー
タ
未
掲
載
）、規
模
の
小
さ

な
経
営
で
は
労
働
力
不
足
が
経
営
そ
の

も
の
に
影
響
を
与
え
る
傾
向
が
強
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
半
数
の
経
営
体
が
Ｉ
Ｔ
導
入
済

　

労
働
力
の
確
保
が
困
難
な
状
況
下
に

お
い
て
も
、生
産
性
の
向
上
や
経
営
の
効

率
化
な
ど
経
営
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
中
、近
年「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
」が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

労働力不足は
設備投資で解決期待
ITに経営改善効果
「施設もの」で顕著

今回は農業経営上の労働力不足対策と、ＩＴサービス
の利用状況についての特別調査を行いました。ＩＴの利
活用が、経営改善につながるカギとなるようです。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業
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Ｉ
ｏ
Ｔ
、ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端

技
術
を
取
り
入
れ
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
に
対
応
し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
社

会
生
活
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。政
府
は

わ
が
国
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
の
姿

と
し
て「Society 

五
・
〇
」（
第
五
期
科

学
技
術
基
本
計
画
、二
〇
一
六
年
閣
議
決

定
）を
提
唱
し
、そ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

農
業
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

に
は
、農
業
機
械
の
情
報・制
御
シ
ス
テ
ム

の
他
、施
設
園
芸
に
お
け
る
環
境
制
御
装

置
な
ど
農
業
生
産
の
生
産
性
向
上
・
省
力

化
な
ど
に
寄
与
す
る
も
の
や
、販
売
・
購

入
履
歴
な
ど
の
記
録
を
収
集
し
経
営
を

「
見
え
る
化
」す
る
も
の
、ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
に
よ
り
人
材
の
育
成
に
役
立
て
る
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
も
今
後
Ｉ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
背
景
に
、日
本
公
庫
で
は

「
担
い
手
農
業
者
」を
対
象
と
し
て
、Ｉ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
利
活
用
の
現
況
や
今
後
利
用

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、売
上

高
な
ど
の
財
務
状
況
と
の
関
連
性
を
分

析
し
て
そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、お
よ
そ
半
数
の
農
業
経

営
体
が
、既
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

―２０１７年上半期 農業景況調査における
特別設問の分析結果―
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し
た
。「
利
用
し
て
い
る
」割
合
が
高
か
っ

た
の
は
採
卵
鶏（
七
八
・
八
％
）の
ほ
か
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
六
四
・
三
％
）、養
豚（
六

三・〇
％
）で
、畜
産
分
野
の
利
用
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

耕
種
で
は
施
設
野
菜（
五
四
・
九
％
） 

の「
利
用
し
て
い
る
」割
合
が
高
く
な
っ

た
一
方
、稲
作（
北
海
道：四
二・四
％
、都

府
県
：
四
三
・
一
％
）、茶（
四
二
・
九
％
）、

露
地
野
菜（
四
三・八
％
）が
低
く
な
り
ま

し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
が
経
営
の
改
善
に
寄
与

　

ま
た
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を「
利
用
し
て

い
る
」経
営
体
と「
利
用
し
て
い
な
い
」経

営
体
の
売
上
高
増
加
率（
注
１
）を
比
較

す
る
と
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を「
利
用
し
て

い
る
」グ
ル
ー
プ
の
売
上
高
増
加
率（
二

一
・
四
％
）は「
利
用
し
て
い
な
い
」グ

ル
ー
プ（
一
七
・
〇
％
）よ
り
四
・
四
ポ
イ

ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
－
１
）。

　

さ
ら
に
、農
業
所
得（
経
常
利
益
）増

加
率（
注
２
）は
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を「
利

用
し
て
い
る
」
グ
ル
ー
プ（
一
〇
〇
・

八
％
）が「
利
用
し
て
い
な
い
」グ
ル
ー
プ

（
三
九
・
七
％
）を
六
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を「
利
用
し
て
い

る
」経
営
体
の
方
が
、よ
り
高
い
増
加
率

と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
－
２
）。

　

業
種
別
に
見
る
と
、売
上
高
増
加
率
、

農
業
所
得（
経
常
利
益
）増
加
率
の
い
ず

れ
も
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を「
利
用
し
て
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
１
－

１
）。

　

特
に
、法
人
経
営
で
は
、六
〇・九
％
が

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り（
個
人

経
営
四
三・五
％
）、法
人
経
営
に
お
い
て

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
よ
り
浸
透
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
業
種
別
、地
域
別
に
見
て
み

る
と
、業
種
別
で
大
き
な
違
い
が
表
れ
ま

表１　業種別 労働力不足への対策
（数字は％、複数回答有）

業 種 回答数 労働条件の改善 人材の高度化
（研修など）

組織の省力化・
効率化

施設・設備・
機械の増強

ITサービスの
導入

外国人技能
実習生の受入 経営の縮小 その他

全体

稲作（北海道）

稲作（都府県）

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ

酪農（北海道）

酪農（都府県）

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

1,743

161

394

157

168

152

33

88

56

27

94

62

97

89

51

14

43.7

41.6

40.4

39.5

38.7

45.4

30.3

35.2

55.4

63.0

39.4

40.3

46.4

55.1

78.4

42.9

21.4

14.3

20.8

15.9

21.4

29.6

12.1

30.7

21.4

25.9

17.0

21.0

23.7

23.6

25.5

28.6

25.8

23.6

30.5

21.0

23.2

29.6

33.3

26.1

26.8

33.3

27.7

16.1

13.4

23.6

27.5

7.1

54.9

60.9

53.8

66.2

56.0

50.0

57.6

44.3

39.3

51.9

47.9

46.8

50.5

62.9

60.8

71.4

15.0

19.9

14.7

26.1

11.3

14.5

3.0

9.1

19.6

11.1

7.4

6.5

10.3

15.7

27.5

14.3

18.6

8.1

3.6

13.4

28.0

34.9

15.2

15.9

21.4

44.4

30.9

25.8

9.3

27.0

43.1

42.9

12.9

12.4

16.8

8.3

14.3

7.9

15.2

14.8

10.7

3.7

19.1

14.5

10.3

10.1

7.8

7.1

8.7

6.8

12.4

5.1

11.3

5.9

3.0

14.8

8.9

14.8

7.4

6.5

9.3

4.5

3.9

7.1

回答数：3,396

ITサービスを
利用する予定
はない
32.3％

今後、
ITサービスを
利用したい
67.7％

図１−２　ITサービス利用の今後の意向
ITサービスを
利用している
49.4％

ITサービスを
利用していない
50.6％

回答数：4,129

図１−１　ITサービス利用の有無
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し
た（
図
３
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
現
在
利
用
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
は
生
産
性
向
上
を
主
眼
と
し

て
い
る
も
の
が
多
い
と
分
か
り
ま
す
。

　

続
い
て
、今
後
利
用
し
た
い
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
の
目
的
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
コ
ス
ト
削
減
」（
一
九
・
九
％
）が
最
多
と

な
り
、次
い
で「
生
産
量
・
品
質
の
安
定

化
」（
一
九
・
三
％
）、「
経
営
力
向
上
」（
一

八
・
一
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
利

用
す
る
予
定
は
な
い
」と
の
回
答
は
三

二
・
三
％
に
留
ま
り
、六
七
・
七
％
が「
利

用
し
た
い
」意
向
を
示
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。（
図
１
－
２
）。こ
れ
は
、現
在
Ｉ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を「
利
用
し
て
い
る
」割
合

（
四
九
・
四
％
）を
一
八
・
三
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
ま
す
。今
後
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

現
在
と
今
後
の
利
用
目
的
の
回
答
割

合
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、「
コ
ス
ト
削
減
」

「
経
営
力
向
上
」「
営
業
力
・
販
売
力
の
強

化
」「
経
営
人
材
の
育
成
・
能
力
向
上
」の

項
目
に
お
い
て
、「
今
後
利
用
し
た
い
」と

す
る
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
約
四
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
生
産
性
向
上
を
主
眼
と
し
た

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
か
ら
、経
営
管
理

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
含
め
た
経

営
力
そ
の
も
の
を
強
化
す
る
目
的
へ
と

目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

る
」グ
ル
ー
プ
の
方
が
高
く
な
っ
た
の
は
、

施
設
野
菜
、施
設
花
き
、キ
ノ
コ
、酪
農
、

肉
用
牛
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
六
業
種
で
、主

に
施
設
利
用
に
よ
り
生
産
を
行
う
業
種

で
す（
表
２
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
経
営
の
改
善
に
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、と
り
わ
け「
施
設
も
の
」

で
高
い
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、稲
作
に
代
表
さ
れ
る「
露
地
も

の
」で
は
、利
益
の
増
加
に
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
は
生
産
か
ら
経
営
力
へ

　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
目
的
に
つ
い

て
、生
産（
農
作
業
の
見
え
る
化
、単
位
収

量
の
増
加
、品
質
向
上
、生
産
量・品
質
の

安
定
化
、収
穫
時
期
の
最
適
化
、生
産
技

術
の
継
承
・
高
度
化
）、経
営（
経
営
力
向

上〔
経
営
の
見
え
る
化
〕、取
引
先
の
信
頼

向
上
、リ
ス
ク
対
応
力
強
化
、経
営
人
材

の
育
成・能
力
向
上
）、生
産
と
経
営
両
方

に
係
る
も
の（
業
務
効
率
化
、コ
ス
ト
削

減
）、営
業
・
販
売（
営
業
力
・
販
売
力
の

強
化
、出
荷
時
期
の
最
適
化
）そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
生
産
量
・
品
質
の
安
定

化
」と
の
回
答
が
二
〇
・
〇
％
で
最
も
多

く
、次
い
で「
品
質
の
向
上
」（
一
六
・

五
％
）、「
業
務
効
率
化
」（
一
六
・
一
％
）、

「
コ
ス
ト
削
減
」（
一
五
・
八
％
）と
な
り
ま

表２　業種別 IT利用有無に係る売上高増加率、農業所得
　　　（経常利益）増加率の比較

図２−１　IT利用有無に係る売上高増加率の比較

図２−２　IT利用有無に係る農業所得（経常利益）増加率の比較

※色セルは「利用していない」「利用している」のうち数字の大きい方
※「採卵鶏」比較対象の3年前農業所得がマイナスのため、表示していない
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生
産

経
営

生
産
・
経
営

営
業
・
販
売

え
ま
す
。

　
農
業
者
ニ
ー
ズ
に
沿
う
開
発

　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
の
動
向
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

二
〇
一
四
年
度
農
林
水
産
分
野
に
お

け
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
推
進
調
査
検
討
委
員

会（
平
成
二
六
年
度
農
林
水
産
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
推
進
調
査
結
果
の

概
要
、二
〇
一
五
年
）が
農
業
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

ダ
ー
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
る
と
、現
在
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
が
提

供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
用
途
と
し
て
、

八
割
以
上
の
シ
ス
テ
ム
が
作
業
管
理
お

よ
び
生
育
管
理
を
、七
割
以
上
の
シ
ス
テ

ム
が
農
薬
・肥
料
管
理
を
用
途
と
し
て
い

ま
す
。（
な
お
、農
業
機
械
の
情
報
・
制
御

シ
ス
テ
ム
や
、施
設
園
芸
に
お
け
る
セ
ン

サ
ー
な
ど
を
用
い
た
環
境
制
御
シ
ス
テ

ム
は
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
外
）。

　

ま
た
、二
割
以
上
の
シ
ス
テ
ム
が
、収

量
予
測
、コ
ス
ト
管
理
、出
荷
・
販
売
管

理
、人
材
育
成（
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
、移
転
）

に
つ
い
て
計
画
中
・
開
発
中
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

前
述
の
通
り
、日
本
公
庫
の
今
回
調

査
に
お
い
て
、現
状
で
は
生
産
性
向
上
を

主
眼
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
多
い

も
の
の
、今
後「
利
用
し
た
い
」サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、「
コ
ス
ト
削
減
」が
最
も
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
っ

て
シ
ス
テ
ム
開
発
が
さ
ら
に
加
速
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
の
現
場
で
は
、自
動
運
転
ト
ラ

ク
タ
や
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
先
進
的
な
技
術
の
導
入
が
注
目

さ
れ
ま
す
。実
際
、今
回
の
調
査
で
も
畑

作
や
畜
産
で
先
進
的
技
術
の
導
入
を
想

起
さ
せ
る
高
額
投
資
へ
の
意
欲
が
見
ら

れ
ま
し
た
。日
本
公
庫
は
、こ
う
し
た
先

進
的
な
技
術
の
活
用
状
況
も
紹
介
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
投
資
の
意
欲
な
ど
、今
回
ご
紹
介

し
た
内
容
を
含
む
本
調
査
結
果
に
関
す

る
公
表
資
料
は
、当
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。「
進
む
農
業
現

場
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
」で
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。　
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図３　現在利用しているITサービス、および今後利用したいITサービスの目的

※複数回答有、回答数：3,396
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